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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人日本

規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準

調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これによって，JIS Z 9020-1:2011 は

改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS Z 9020 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS Z 9020-1 第 1 部：一般指針 

JIS Z 9020-2 第 2 部：シューハート管理図 
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Control charts-Part 1: General guidelines 

 
序文 

この規格は，2014 年に第 2 版として発行された ISO 7870-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

全ての製造の工程，サービスの工程又は経営の工程は，多くの原因によるばらつきをもつ。その結果，

工程から得た観測値は一定ではない。工程がもつ特性を理解するためにこのばらつきを調査することは，

工程に是正処置をとるための基準を与えることになる。 

管理図は，統計的工程管理（SPC）の基本的なツールであり，次の目的に利用可能な簡単なグラフ表示

による手法である。 

a) 工程が安定しているか，すなわち，偶然原因による安定したシステムの範囲内で運用し，かつ，偶然

変動が把握できている場合に，“統計的管理状態”であるか否かを示す。 

b) 工程の偶然変動の大きさを推定する。 

c) 工程が安定状態を維持しているか否か，また，変動が小さくなっているか否かを判断するために，工

程の現状を表すサンプルから得た情報と，偶然変動を反映させた限界とを比較する。 

d) 工程の成果を許容できない水準に落とし込む可能性がある変動の異常原因による影響を見つけ，調べ，

その変動を可能な限り減少させるか，又は除去する。 

e) トレンド，連，周期などの変動パターンを検出することによって，工程の調節を支援する。 

f) 工程が予測可能な安定状態であるか否かを判断する。その結果，工程が仕様書に適合するかどうかを

評価することを可能にする。 

g) 工程が製品又はサービスの要求又は測定した特性に対する工程能力を満足することが期待できるかど

うかを判断する。 

h) 統計的モデルを用いた予測による工程調節に対してある基準を提供する。 

i) 計測システムの性能の評価を支援する。 

管理図の大きな長所は，設計及び利用が簡単なことである。管理図は，製造又はサービスの作業者，技

術者，管理者及び経営者に対して工程の挙動をオンラインで知らせる。ただし，工程の状態を信頼でき，

かつ，効率的に示すものであるためには，管理対象とする工程に対する適切な管理図の選択，及び適切な

サンプリングのような計画の段階での注意が必要である。 

この規格は，管理図の設計に対して有益となる一般的な概念を提供する。 

 


